
別紙様式２      揮発油税及び関税等流量計器差試験成績書 
 

納税義務者等の名称： 整理番号  

 揮発油税及び関税等に係る石油類の移出又は引取数量等の測定に使用する流量計の器
差試験成績は、下記のとおりである。 

 

対
象 

 

器
差
試
験
の 

流 量 計 の 名 称  流量計 
の型式  

流量計の 
使用最大 
流量 

 
流量計の 
計器番号  
流量計の 
設置順号  

流量計の設置場所  

 
 
 
 

流

量

計

の

器

差

試

験

成

績
 

試 験 を 行 っ た 者 
(住 所) 

(氏名又は名称) 

試験を実施した者 
(住 所) 試験を行

った者と
の関係 

 
(氏 名) 

試験を実施した場所  試験実施年月日 令和 年 月 日 

器 差 

流量 器  差 
最
小
表
示
目
盛
の
単
位 

積算計  
 表す量の 

定 量 
装 置    〃 

  〃 印 字 
装 置  

  〃 
    〃 

使 用 し た 標 準 器  標 準 器 の 
試験年月日 

平成 
令和 年  月  日 

器差のある標準器を
用いた場合の補正方
法 

 

作 動 の 状 況  

器差試験の実施方法 
その他参考事項  

 
  注意 

１ この成績書には、試験を行った者が、国立研究開発法人産業技術総合研究所（以下「研
究所」という。）である場合には、研究所が発行する試験成績書を、その他の者である
場合には、器差試験の記録及び試験を実施した計量士資格証明書又は登録事業者（計量
法第 143 条第１項の登録を受けた者をいう。）の登録証の写しを添付して下さい。 

  ２ 自動温度補整装置付の流量計の器差については、「器差」の欄に流量計本体の器差
のほか、自動温度補整装置の器差、自動温度補整装置を付した後の総合器差をも記載
して下さい。 

  ３ 「器差試験の実施方法その他参考事項」の欄には、試験試料、実施方法（調整前器
差試験に該当する場合には、その旨を含む。）等を具体的に記載するほか、前回の器
差試験の実施年月日等を記載してください。 

（規格Ａ４） 


